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	「物流施設の利用意向に関するアンケート調査」　～調査結果～
	＜アンケート調査結果の概要＞
	1　国内の物流施設の利用状況
	(1)　現在の利用状況
	(2)　今後の利用意向
	注）nは回答企業数
	2　物流施設の所有形態
	(1)　現状の利用施設の所有形態
	現状の利用施設の所有形態に関して、「すべて（ほぼ）賃貸施設」との回答が最も多く、約4割を占めた（図表3）。近年、不動産事業者等による物流施設の新設が増加していること等を反映し、賃貸施設利用が一定程度進展している状況が窺える。
	注）回答企業数は197社
	(2)　所有形態に対する今後の意向
	所有形態に対する今後の意向に関して、「現状維持」との回答が約4分の3を占めた（図表4）。ただし、「賃貸施設の割合を増やす」との回答が、「自社保有施設の割合を増やす」との回答を上回っていることから、今後も賃貸利用は緩やかに進むものと思われる。
	所有形態の現状と今後の意向の関係を図表5に示した。現状は「すべて（ほぼ）自社保有施設」と回答した企業においても、「賃貸施設の割合を増やす」との回答が、「自社保有施設の割合を増やす」との回答を上回った。設備投資資金の削減や移転自由度の確保等の理由から、賃貸施設の割合を増やしたいと考える企業が増えていると考えられる。
	注）回答企業数は193社
	注）回答企業数は193社
	3　テナント構成（現在、賃貸施設を利用している企業のみ回答）
	(1)　現状のテナント構成
	現在のテナント構成に関して、「シングルテナントが多い」と「すべて（ほぼ）シングルテナント」（27％）との回答が最も多かった（図表6）。シングルテナント等の施設を利用している理由に関して、「使い方・レイアウトの自由度が高い」（73％）との回答が最も多く、次いで「情報管理・防犯体制を強化できる」（39％）、「長期の賃貸契約を締結しやすい」（38％）との回答が多かった（図表7）。
	一方、マルチテナント等の施設を利用している理由に関しては、「柔軟に利用面積を拡張・縮小できる」（76％）との回答が最も多く、次いで「短期の賃貸契約を締結しやすい」（35％）との回答が多かった（図表8）。
	注）回答企業数は153社
	注）回答企業数は94社
	注）回答企業数は72社
	(2)　テナント構成に関する今後の意向
	注）回答企業数は145社
	注）回答企業数は144社
	4　物流施設の機能
	現在、利用している物流施設の標準的な機能に関して、約7割の企業が「集配送機能」と「保管（ドライ）機能」を備えていると回答した（図表11）。また、「流通加工機能」や「WMS（倉庫管理システム）機能」との回答も多かった。今後、強化・拡充したい機能については、約4割の企業が「集配送機能」と「WMS（倉庫管理システム）機能」を強化したいと回答した。
	「集配送機能」と「WMS（倉庫管理システム）機能」は、既に備えている施設が多いが、更に機能を強化・拡充したいという意向が強い。Eコマース市場の拡大を背景に貨物の多頻度小口化が進んだことで、保管型施設から流通型施設が主流になる中で、WMS（倉庫管理システム）を拡充し、一連の庫内作業（入出荷、検品、ピッキング、梱包、物流施設内の労務管理等）を効率化したい企業の意向が窺える。
	図表11　現在、利用している物流施設の標準的な機能と今後、強化・拡充したい機能の関係
	5　災害対策
	現在、利用している物流施設の標準的な災害対策設備に関して、約半数の企業が「AED」と「耐震構造」を備えていると回答した（図表12）。今後、強化・拡充したい設備については、「耐震構造」（38％）との回答が最も多く、次いで「災害用自家発電機」（33％）や「免震構造」（32％）との回答が多かった。
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